熱海市開発事業技術基準

【調整池設計基準】

１．流量計算
ピーク流出量の算定は、次式によるものとする。
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ｆ‥‥流出係数（施行区域は０．９を標準とする）

ｒ‥‥到達時間内の１時間降雨強度

Ａ‥‥流域面積（ヘクタール）

２．設計基準

（１）計画基準

ア　調整池の洪水調節方式

調整池の洪水調節方式は、原則として自然放流方式とする。

イ　洪水のピーク流量の算定方法

洪水のピーク流量は、ラショナル式によるものとし、次式により算定する。
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・ｆ・ｒ・Ａ（前出参照）

ウ　洪水到達時間

ラショナル式に用いる洪水到達時間、洪水時の雨水が流域から河道へ入るまでの時間（流入時間）と流量計算地点までの時間（流下時間）との和とする。

エ　流出係数

流出係数は、開発前の状態については、調整池の計画地点、流域の地被の状況、流域面積の大きさ等を考慮して適切な値をとるものとし、開発後の状況については「０．９」を標準とする。

オ　計画対象降雨強度

調整池の洪水調節容量を算定するために用いる計画対象降雨強度については、「表―３」～「表―６」による降雨～継続時間曲線（以下「確率降雨強度曲線」という。）によって求めるものとする。

カ　洪水調節容量の算定方法

（ア）　面積が５０ｈa未満で到達時間が３０分以内の場合は、洪水規模が年超過確率で「５０分の１」以下のすべての洪水について、施行後における洪水のピーク流量の値を調整池下流における流下能力の値まで調整するとした場合の調整池の調整容量は、次式で求めるものとする。
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ここで、

Ｖ　＝必要調整量（ｍ
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）
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 ＝施行後の流出係数（０．９を標準とする。）
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 ＝施行前の流出係数（０．６を標準とする。）

Ａ　＝流域面積（ｈa）
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確率降雨強度（１０４ｍｍ／ｈ）

ｒ
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＝下流無害流量に対応した降雨強度
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＝継続時間（３０分、３０分以内は３０分とする）

（例）流域面積１０ｈaのときの調整池容量は次のとおりである。

ｆ　＝０．９
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　　　　　の場合、
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（イ）　（ア）以外の大規模土地利用事業の場合は、洪水規模が年超過確率で５０分の１以下のすべての洪水について施行後における洪水のピーク流量の値を調整池下流能力の値まで調節するとした場合の調整容量の算定は、以下の手順によるものとする。

ａ　計算降雨形より調整池に流入するハイドログラフの算出。

ｂ　数種の放流施設を仮定して洪水調整数値計算を行ない下流許容放流量以下に調節し得る放流施設を求める。

図―１　流入流出ハイドログラフ
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キ　設計堆積土砂量

調整池の設計堆積土砂量は、「砂防施設設計基準」によるものとし、工事施行中の土砂を別途算入するものとする。

（２）構造基準

原則として、コンクリート構造とするが、やむを得ない場合はフィルタイプダムとする。ただし、施工区域内最終位置の調整池は、コンクリ－ト構造とする。

また、設計にあたっては、河川管理施設等構造令、河川砂防技術基準（案）及び防災調整池等技術基準（案）に基づき計画すること。

ア　コンクリ－トダム

（ア）ダムの型式

ダムの型式は、重力式を基準とする。

（イ）ダムの安定

ダムの堤体は、予想される重量によって滑動し、又は転倒しない構造とする。

（ウ）ダムの基礎地盤

ダムの基礎地盤は、予想される荷重によって滑動、滑り破壊又は浸透破壊が生じないものとする。

（エ）基礎地盤調査

基礎地盤の地質、地層構成等の状態を把握するため、ダム設置位置付近に３箇所以上のボーリングを施さなければならない。ただし、既に調査した資料がある場合は、この限りでない。

（オ）ダムの形状

ａ　ダムの形状は、ダムの高さ及び基礎地盤の性質を考えて、滑動や転倒が生じないよう決定するものとする。

ｂ　ダムを設置する基礎地盤からダムの非越流部天端までの高さは、１５ｍ未満とする。

（カ）ダムの天端幅

ダムの天端幅（水通し部の幅）は、ダムの基礎地盤面から非越部天端までの高さが、５ｍ未満の場合は１．５ｍ、５ｍ以上の場合は２．０ｍを標準とする。

（キ）余水吐
ａ　調整池には、洪水を処理し、貯水位の異常な上昇を防止するため、自由越流式余水吐を設けるものとする。

ｂ　余水吐の放流能力は、１００年に１回起こるものと算定される当該ダム直上流部における流量、又は既に観測された雨量、水位等に基づいて算定された当該ダム直上流部における最大流量の、いずれか大きな値の１．５倍以上の流量を放流できるものでなければならない。

ｃ　ダムの非越流部天端高は、ｂに規定する流量を流下させるのに必要な水位に６０ｃｍを加えた高さ以上としなければならない。

（ク）余水吐の構造等

余水吐は、（キ）によるほか、次に定める機能及び構造を有するものとする。

ａ　流入水路は、平面的に流れが一様で、かつ流水に乱れを生じないようにするとともに、流木、塵芥によって閉塞しないような構造とし、土砂の流入又は洗堀を防止するために水路流入部周辺を保護するものとする。

ｂ　越流は、自由越流方式とし、ゲートその他放流量を人為的に調整する装置を設けてはならない。

ｃ　導流部は、幅が２メ－トル以上の長方形断面開水路とし、流れが乱れないように線形は直線とし、水路幅の変化又は水路縦断勾配の急変は避ける構造とする。

ｄ　余水吐末端の下流水路との接続部には、減勢工を設け、余水吐から放流される流水のエネルギ－を減勢処理しなければならない。

ｅ　余水吐は、良質な地山地盤上に設置するものとし、不等沈下や浸透流が生じないよう施行上十分な処理をしなければならない。

（ケ）放流施設

放流施設は、放流設計水量を安全に処理することができるものとし、次の条件を満たす構造とする。

ａ　流入部は、土砂が直接流入しない構造とし、流木、塵芥等によって閉塞しないように考慮しなければならない。

ｂ　放流施設には、ゲート、バルブなどの水位、流量を人為的に調節する装置を設けてはならない。

ｃ　放流管は、放流設計流量に対して、飲口部を除き、自由水面を有する流れとなる構造とする。

ｄ　放流管は、山地地盤内に切り込んで設置することを原則とし、外圧や不等沈下に対して十分に耐え、管内からの漏水及び管外の浸透流の発生を防止できる構造とし、施行上においても十分の処理をしなければならない。

イ　フィルタイプダム

（ア）ダムの型式

ダムの型式は、均一型を標準とするが、適当な材料が得られない場合には，ゾ－ン型としてもよい。

（イ）フィルタイプダムは、ダムの安定に必要な強度及び水密性を有しなければならない。

（ウ）ダムの基礎地盤

ａ　ダムの基礎地盤は、ダムの安定性を確保するため、必要な強度及び水密性を有しなければならない。

ｂ　ダムの安定上必要があれば、基礎地盤の処理、十分な排水能力を持ったドレ－ンの設置等を行わなければならない。

（エ）基礎地盤調査

基礎地盤の土質、地層構成等の状態を把握するため、ダムサイト付近に３箇所以上のボ－リングを施さなければならない。ただし、既に調査した資料がある場合には、この限りでない。

（オ）ダムの材料

ダムに用いる土質材料は、あらかじめ試験を行い、安定性の高い材料であることを確かめなければならない。

（カ）ダムの形状

ａ　ダムの形状は、ダムの高さ及び基礎地盤の性質を考えて、滑りが生じないよう決定するものとする。

ｂ　ダムの斜面勾配は、表―６に示す値より緩やかなものとし、基礎地盤が軟弱な場合には、安定計算を行い、安定の検討を行うものとする。

ｃ　ダムを設置する基礎地盤面からダムの非越流部天端までの高さは、１５ｍ未満とする。

（キ）法面等

ａ　ダムの上流側法面は、波浪及び雨水等により浸食されないように、石張、捨石、粗朶張、芝張等の処理を施し、下流側法面は、雨水及び浸透流によって浸食されないよう石張、芝張等の処理を施すものとする。

ｂ　ダムの堤頂は、幅４ｍ以上とし、表面は浸食等に対して安全なように必要に応じて表面保護の処理を施すものとする。

ｃ　ダムの法面には、高さ５ｍごとに幅３ｍ以上の小段を設け、排水施設を設置するものとする。

（ク）余盛

ａ　ダムには、堤体及び基礎地盤の沈下を見込んで余盛を行うものとする。

ｂ　標準余盛高は、表―１のとおりとする。

表―１　標準余盛高

	堰堤高
	標準余盛高

	ｈ＜５ｍ
	４０ｃｍ

	５ｍ
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ｈ＜１０ｍ
	５０ｃｍ

	１０ｍ
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（ケ）余水吐

ａ　調整池には、洪水を処理し、貯水位の異常な上昇を防止するため、自由越流式余水吐を設けるものとする。

ｂ　余水吐の放流能力は、１００年に１回起こるものと算定される当該ダム直上流部における流量、又は既に観測された雨量、水位等に基づいて算定された当該ダム直上流部における最大流量の、いずれか大きい値の１．５倍以上の流量を放流できるものでなければならない。

ｃ　ダムの非越流部天端高は、ｂに規定する流量を流下させるのに必要な水位に、６０ｃｍを加えた高さ以上としなければならない。

（コ）余水吐の構造等

余水吐は（ケ）によるほか、次に定める機能及び構造を有するものとする。

ａ　流入水路は、平面的に流れが一様で、かつ、流水に乱れが生じないようにするとともに、流木、塵芥等によって閉塞しないような構造とし、土砂の流入又は洗堀を防止するために水路流入部周辺を保護するものとする。

ｂ　越流は自由越流方式とし、ゲートその他放流量を人為的に調整する装置を設けてはならない。

ｃ　導流部は幅が２ｍ以上の長方形断面開水路とし、流れが乱れないように線形は直線とし、水路幅の変化又は水路縦断勾配の急変は避ける構造とする。

ｄ　余水吐末端の下流水路との接続部には、減勢工を設け、余水吐から放流される流水のエネルギーを減勢処理しなければならない。

（サ）放流施設

放流施設は、放流設計流量を安全に処理することができるものとし、次の条件を満たす構造とする。

ａ　流入部は、土砂が直接流入しない構造とし、流木、塵芥等によって閉塞しないように考慮しなければならない。

ｂ　放流施設には、ゲート，バルブ等の水位、流量を人為的に調節する装置を設けてはならない。

ｃ　放流管は、放流設計流量に対して、飲口部を除き、自由水面を有する構造とする。

ｄ　放流管は、地山地盤内に切り込んで設置することを原則とし、外圧や不等沈下に対して十分に耐え、管内からの漏水及び管外の浸透流の発生を防止することができる構造とし、施工上においても十分な処理をしなければならない。

（３）施工及び管理基準

ア　施工管理

（ア）ダムの敷地は、施工に先立って雑草、樹木の根、有機物を含む表土及び雑物等を除去しなければならない。

（イ）傾斜面に施工する場合は、必要に応じて段切を行わなければならない。

（ウ）フィルタイプダムの場合、まき出し厚さ、転圧機種及び転圧回数は、施行に先立ち試験盛土あるいは土質試験により定めなければならない。ただし、高さ５ｍ以下の場合で盛土材料が良質の場合は、表―２により施行することができるものとする。

表―２　まき出し厚及び締固め回数

	機械
	まき出し厚
	締固め回数

	ブルドーザ（１５ｔ以上）
	３０ｃｍ
	８回以上

	タイヤローラ（１５～２０ｔ）
	３０ｃｍ
	８回以上


（エ）ダムの施工は、出水期を避けて行わなければならない。

イ　品質管理

施工中は原則として必要な現場試験を行わなければならない。

ウ　維持管理

完成後のダムの安定及び調整池の機能を確保するため、維持管理を完全に行わなければならない。

防災調整池は、完成後の維持管理が最も重要なことであるので、管理者は次の事項について十分配慮しなければならない。

（ア）巡視は、洪水期２回／月、非洪水期１回／月、及び豪雨、地震等の直後に行うこと。

（イ）堤体は毎年草刈を行うこと。

（ウ）出水時には監視体制をとること。

（エ）巡視に当たっては、次の事項を確認すること。

堤体の破損、堤体の排水不良、調整池法面の崩壊、放流施設の堆砂、調整池内の異常堆砂、ゴミ等。

巡視結果は、巡視報告書に記載するものとし、巡視報告書としては、日報形式を決めておくことが好ましい。

（オ）異常が認められたときは、速やかに所要の処置を講ずるとともに市町村に報告すること。

流量計算による降雨強度

表－３　　調整池　（Ａ）　　　　　　　　　　　　表－４　　調整池　（Ｂ）

	５０年確率短時間降雨強度
	
	５０年確率長時間降雨強度

	到達時間
	降雨強度
	
	降雨継続時間
	降雨強度

	分

１０
	ｍｍ／ｈ

１５１
	
	時

１
	ｍｍ／ｈ

７９．５

	２０
	１２１
	
	２
	５８．３

	３０
	１０４
	
	３
	４７．５

	６０
	７９
	
	４
	４０．７

	９０
	６６
	
	６
	３２．４

	１２０
	５７
	
	８
	２７．３

	１５０
	５１
	
	１２
	２１．３

	１８０
	４７
	
	２４
	１３．７


ｒ＝１２６４．６／（ｔ０．６＋４．４０７６）　　ｒ＝　１３６．９／（ｔ０．７＋０．７２２５）
※は到達時間が３０分以内の場合は、ｔ＝３０分として計算する。

表－５　　下流流下能力検討　　　　　　　　　　表－６　　　余水吐断面検討

	１／１確率短時間降雨強度
	
	１００年確率短時間降雨強度

	到達時間
	降雨強度
	
	降雨継続時間
	降雨強度

	分

１０
	ｍｍ／ｈ

４２
	
	分

１０
	ｍｍ／ｈ

１６４

	２０
	２９
	
	２０
	１３２

	３０
	２３
	
	３０
	１１４

	６０
	１５
	
	６０
	８６

	９０
	１２
	
	９０
	７２

	１２０
	１０
	
	１２０
	６３

	１５０
	９
	
	１５０
	５６

	１８０
	８
	
	１８０
	５２


ｒ＝１８７．０／（ｔ０．６＋０．４６４４）　　　ｒ＝　１３９８．４／（ｔ０．６＋４．５４８５）
表－７　　流出係数一覧表

（１）施行区域内　　ｆ＝０．９を標準とする。

（２）施行区域外

	
	流域の状況
	ｆの値
	

	
	 密集市街地
	０．９


	

	
	 一般市街地
	０．８
	

	
	 畑・原野
	０．６
	

	
	 水　田
	０．７
	

	
	 山　地
	０．７
	


表―８　　ダムの斜面こう配（かっこ内は統一分類法の記号）

	地質
	 上流側こう配
	 下流側こう配
	備　　　　考
	

	 礫　  　（ＧＷ・ＧＰ）
	 　３．０　割
	 　２．５　割
	 ゾ－ン型の透水部のみ
	

	 礫質土　（ＧＭ・ＧＣ）
	 　３．０
	 　２．５
	
	

	 砂質土  （ＳＭ・ＳＣ）
	 　３．５
	 　３．０
	
	

	 粘質土  （ＭＬ・ＣＬ）
	 　３．０
	 　２．５
	
	

	 粘土  　（ＭＨ・ＣＨ）
	 　３．５
	 　３．０
	
	


【砂防施設設計基準】

１．流出土砂

（１）流出土砂量の推定

流出土砂量の推定は表―９による。

表―９　流出土砂量

	地表の状態
	１ｈa当たり流出土砂量（ｍ
[image: image22.wmf]３

／年）
	厚さ（ｍｍ）

	裸地・荒廃地等
	２００～４００
	２０～４０

	皆伐地・草地等
	１５
	１．５

	択伐地
	２
	０．２

	普通の林地
	１
	０．１


（注）１　工事によりかき起こした面積及び盛土、捨土部については裸地に準ずる。

２　完全な排水施設を備えた芝生等は林地に準ずる。

３　その他は実態に応じて判断する。

４　生産土砂量は作業工程表を作成し、これに基づいた工事期間を算定する。ただし、４ヵ月以下は一様に４ヵ月として計算する。

（２）工事による流出土砂の処理基準

ア　産出土砂については、可及的に各部分で抑止するようにし、人家・その他公共的施設の近くでは５年分以上、その他については３年以上の土砂貯留施設を設ける。（調整池兼用施設は５年以上の土砂流出を見込むこと。）
イ　土捨場における捨土の表面は、崩壊・流出等の起こらないよう盛土の表面を安全に維持する施設（植生工・水路工等）を設ける。

ウ　砂防施設の施行は、他の施設の施工に先立って行うこととし、施工にあたっては、処理中の土砂が降雨に際して水を含むなどして、土石流等を発生しないよう特に土の置場所、雨水の処理等に留意する。

（３）流出土砂の計算例

集水面積Ａの林地である流域において、ａの部分を工事により地表のかき起こしを行い、工事期間４ヵ月、工事後は草地に戻るものとする。また、ｂは林地よりそのまま草地になるものとする。

「ａ」の工事期間中の産出土砂量：Ｑ

Ｑ＝２ｈa×３００ｍ
[image: image23.wmf]３

×
[image: image24.wmf]１２カ月

４カ月

＝２００ｍ
[image: image25.wmf]３


Ａ＝１０ｈa（ａ・ｂを含む）

ａ＝２ｈa

ｂ＝３ｈa

	図―２　流出土砂算出図
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草地と林地の流出土砂量の差

「ａ」において　２ｈa×（１５―１）＝２８ｍ
[image: image26.wmf]３


「ｂ」において　３ｈa×（１５―１）＝４２ｍ
[image: image27.wmf]３


５年間では、（２８＋４２）×５年＝３５０ｍ
[image: image28.wmf]３


従って、

２００＋３５０＝５５０ｍ
[image: image29.wmf]３


以上の土砂貯留施設を設ける必要がある。

※この他に堰堤土工の残土分を見込むこと。

２　コンクリート堰堤設計基準

（１）計画洪水流量及び水通し余裕高

計画洪水流量は調整池設計基準の流量計算による。

Ｑ＝
[image: image30.wmf]３６０

１

・f・r・Ａ　（ｍ
[image: image31.wmf]３

／秒）

ｆ：流出係数

ｒ：
[image: image32.wmf]５０

１

確率降雨強度＝１０４　（ｍｍ／時間）

Ａ：流域面積　（ｈa）

表―１０　流量別余裕高

	計画流量（ｍ
[image: image33.wmf]３

／秒）
	余裕高：ｈ（ｍ）

	２００未満
	０．６０以上

	２００～５００
	０．８０以上

	５００～２，０００未満
	１．００以上

	２，０００～５，０００未満
	１．２０以上


（２）堰堤水通し断面の決定　

断面形
[image: image34.wmf]が梯形の場合、接近速度を無視すれば、

Ｑ＝
[image: image35.wmf]１５

２

α・ｈ
[image: image36.wmf]２ｇｈ

・（３Ｂ
[image: image37.wmf]０

＋２Ｂ
[image: image38.wmf]１

）

Ｑ：計画流量（ｍ
[image: image39.wmf]３

／ｓｅｃ）　α：越流係数（０．６）

ｈ：越流前の越流水深（ｍ）　　ｈ
[image: image40.wmf]０

：余裕高

Ｂ
[image: image41.wmf]０

：水通長（底幅（ｍ））　　　Ｂ
[image: image42.wmf]１

：水通長（上幅（ｍ））

ｇ：重力の加速度（ｍ／ｓｅｃ
[image: image43.wmf]２

 ）　
[image: image44.wmf]
図―３　水通し断面図
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α＝０．６、両方を５分勾配、ｇ＝９．８ｍ／ｓｅｃ
[image: image48.wmf]２

とすれば

Ｑ＝（１．７７Ｂ
[image: image49.wmf]０


[image: image50.wmf]＋０．７１ｈ）×ｈ
[image: image51.wmf]２

３


α＝０．６、両方を１割勾配、ｇ＝９．８ｍ／ｓｅｃ
[image: image52.wmf]２

とすれば　　

Ｑ＝（１．７７Ｂ
[image: image53.wmf]０

 ＋１．４２ｈ）×ｈ
[image: image54.wmf]２

３


（注）水通し幅は下流の渓幅を考慮して決定するものとし、越流水深は２ｍ以下になるよう計画する。堰堤は、コンクリ－ト構造を原則として、「河川砂防技術基準」に基づく砂防堰堤程度の構造とする。また、堰堤高は１５ｍ未満を原則とする。

（３）堰堤断面　

ア　転倒に対し安定であるために、自重及び外力の合計が底部の中央１／３点に入ること。

イ　滑動に対し安定であるために、ダム内部のいずれの部分でも作用する力に摩擦係数を乗じたものより摩擦抵抗力の方が大であること。
ウ　内部応力及び地盤支持力が、許容範囲内にあること。

エ　越流水深を考慮すること。

オ　堰堤の前法：２分、洪水の単位体積重量：１，２００㎏／ｍ
[image: image55.wmf]３

、コンクリート重量：２，３５０㎏／ｍ
[image: image56.wmf]３

とすること。

カ　砂防堰堤が調整池を兼用する場合には、地震力、揚圧力等を考慮し、十分に安定性を検討すること。

（４）水叩き工の長さ（単位・ｍ）

下図破線のこう配　　　ダム工・・・１割５分　　　床固工・・・２割

潜り堰（計画水深が有効落差より大なるもの）・・・３割
	図―４　水叩き工断面図
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（５）えん堤水叩き厚（ｄ）
ア　水褥池がない場合

ｄ＝０．２×（０．６Ｈ＋３ｈ－１．０）／１．１２

イ　水褥池がある場合

ｄ＝０．１×（０．６Ｈ＋３ｈ－１．０）／１．０６

（注）１　ｄは切り上げて０．１メートル単位とし、最小厚は０．８メートルとする。

２　ウォータークッションのある場合、０．８メートルとする。

（６）床固水通し断面及び流路工断面　　

マニング公式：Ｖ
[image: image58.wmf]０

＝
[image: image59.wmf]ｎ

１

・Ｒ
[image: image60.wmf]3

２

・Ｉ
[image: image61.wmf]２

１

　（静水流速：ｍ／ｓｅｃ）

Ｖ＝
[image: image62.wmf]）

＋ｒ

＋α（ｒ

ｒ

ｒ

０

１

０

０

・Ｖ
[image: image63.wmf]０

　（土石を含む流速：ｍ／ｓｅｃ）

ｎ　：粗度係数

Ｒ　：径深（ｍ）

Ｉ　：計画河床こう配

ｒ ：礫の比重「２．６」程度

ｒ ：静水の比重（１．０）

α　：礫混入率（０．２以上）　

∴　Ｑ＝Ａ・Ｖ（Ａ：断面積）

※静水流速：Ｖ）で求めても良い
＝はクッターの式（Ｖ
（７）床固め工基準　

表―１１　床固め工基準

	床固め工の高さ
	天端幅

	Ｈ３．０
	１．２ｍ

	３．０＜Ｈ５．０
	１．５ｍ（１．０～２．０）


（注）転石が大きい場合は、上位ランクをとること。

（８）設計上の留意事項　

ア　堰堤（本堤）

（ア）ダムの方向・・・水通し中心点おいて計画箇所下流流心線に直角とする　

（イ）天端幅・・・堰提高が５ｍ未満の場合は１．５ｍ、堰提高が５ｍ以上１０ｍ未満の場合は１．８ｍ、堰提高が１０ｍ以上の場合は２．０ｍを標準とするが、大転石の流下が予想される場合は上位ランクをとること。

（ウ）基礎根入れ・・・地質及びダムの高さにより異なるが、岩盤で１．０ｍ以上、砂礫層で２．０ｍ以上とする。

（エ）袖こう配・・・計画河床こう配と同程度またはそれ以上、最低１／２０以下にはしないこと。

（オ）袖の両岸への貫入深さ・・・岩盤の場合は１．０～２．０ｍ、土砂の場合は２．０～３．０ｍを標準とする。なお、袖の最小天端幅は１．０ｍ以上とすること。
（カ）計画堆砂勾配・・・施工前の渓床勾配１／２を標準とする。

（キ）水抜・・・０．６ｍ程度の円形が多く取られている。最上段の水抜きは水通し天端より２ｍ程度下げ、各孔は縦方向に重ならないようにする。

（ク）間詰及び埋戻・・・地盤が岩盤の場合は、基礎及び両岸かん入部とも余堀部分は上下流ともコンクリートで元の岩盤線まで埋めもどす。地盤が岩盤以外の場合は、基礎部は掘削土砂で埋め戻し、両岸貫入部余堀部分は練石積又はコンクリート等で元の地盤線に準じて施工し、護岸の上部は石張、石積、土羽等によりそれぞれ元の地盤線に準じて埋め戻す。　

（ケ）残土・・・堰堤上流へ処理するか、渓流外へ処理のこと。

（コ）堤名板・・・施行年度・高さ・長さ・事業者・工事施行者名を明示のこと。（黒御影石製等とする。）

大きさ

堰堤高が１０ｍ以上の場合：５０ｃｍ×７０ｃｍ

堰堤高が１０ｍ未満の場合：４０ｃｍ×５５ｃｍ

流路工の床固工の厚さ：２５ｃｍ～３５ｃｍ

図―５　堰堤標準図
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（サ）ブロック割施行・・・コンクリートの収縮を考えて分割長は７．５ｍ～１５ｍ程度とする。ブロック間は漏水防止及び伸縮を考え、止水板は裏法に平行で裏法面から０．５ｍ～１．０ｍ程度離す。

（シ）コンクリートの規格・・・次のとおりとする。

コンクリートの種類：普通コンクリート　呼び強度：２１Ｎ／ｍｍ以上

スランプ：５ｃｍ　粗骨材の最大寸法：８０ｍｍ

セメントの種類：高炉セメントＢ種

（ス）堀削施工上の注意・・・仕上げ面より０．５～１．０ｍは人力掘削とすること。

イ　堰堤（垂直壁）

（ア）高さ・・・天端は渓床面より高めないことを原則とする。

（イ）水通し断面・・・本堤と同じ断面とする。

（ウ）天端幅・・・水叩厚と同じとする。

（エ）基礎の根入れ・・・水叩底面より、１．５ｍ以上下がりとする。

（オ）袖・・・袖は必ず設け、本堤に準じ両岸に取り付け、洪水に際し絶対に越流させないこと。勾配は水平とする。

（カ）洗堀防止・・・前面の埋戻しは残土中の転石で寄石を行うこと。必要に応じ垂直壁の先にコンクリートブロックを連結する。

ウ　堰堤（水叩）

（ア）基礎・・・本堤基礎と同高とする。

（イ）勾配・・・水叩天端を垂直壁の水通し天端と同高とし、これを接続して水平とするのが普通である。ただし、渓床勾配が非常に急な場合には、ダムの基礎根入れが深くなるため勾配を付ける。その場合、水叩勾配は１／１０以下とする。

エ　堰堤（側壁）

（ア）高さ・・・側壁護岸の高さは、落水による被災を考慮し、主ダム側では垂直壁側より１．０ｍ程度上げるものとする。ただし、ウォータークッションのある場合の側壁護岸の高さは、主ダム下流端と副ダム上流端とを同じ高さとする。

（イ）基礎・・・水叩基礎と同高とし、平面位置は、ダムの越流水が落下する位置より後退させる。

（ウ）厚さ及び勾配・・・天端厚０．５ｍ、表法５分、裏法３分勾配で施工する、なお、湧水がある場合には水抜管として外径６㎝、厚２㎜の硬質塩化ビニール管を２㎡に１ケ所以上の割合で設ける。

オ　床固工

（ア）高さ・・・２ｍ内外とし越流水深を含め総落差３．５～３．０ｍが限度である。高さが３．０～３．５ｍ以上を必要とする場合は、階段状に計画するのが適当である。

（イ）天端幅・・・流量、流下土砂の粒径に応じ決定されるが、一般に１．０又は１．２ｍとする。（(7) 床固工基準参照）

（ウ）断面・・・下流勾配を２分、上流側は垂直とする。

３．堀込沈砂池設計基準

（１）沈砂池への流入水路

土砂混入率２割を見込み、静水断面の１．３２倍とする。

沈砂池の流入口は、スリット拡大により流速を落とすよう考慮すること。

（２）沈砂池の平面形状

短絡流と停滞部を生じにくくするため、沈砂池の長さは幅の３～８倍とする。

図面―６　堀込沈砂池標準図
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※＝３～８

（３）沈砂池の深さ

沈殿物の深さは、排除を考慮して１～２．５ｍとし、有効水深は掃流現象を防ぐため１ｍ以上とする。

図―７　沈砂池標準断面図
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常時有効水深を１ｍ以上確保し、沈殿物は排除すること。

（４）沈砂池の池底勾配

沈殿物の排除を考慮し、排水口に向かって１／２００～１／３００とする。

（５）沈砂池の材質等

側壁の崩壊防止を特に配慮すること、また、側壁は流水が直接流入しないように地表面より高くすること。

（６）沈砂池の容量等

使用と浚渫を交互に行う場合は、原則として二系列以上とし、一系列の大きさは流出土砂量の１カ月分以上又は工事後流出係数が元の値に戻るまでに流出する土砂量以上とする。
（７）沈砂池の余水吐

越流しないように、Ｑの１．５０倍以上とし、幅２ｍ以上の短形開水路とする。

Ｑ＝／sec
・ｆ・ｒ・Ａ　ｍ
ｆ：流出係数０．９

ｒ：確率降雨強度（１１４ｍｍ／sec）

Ａ：集水面積（ha）

（８）沈砂池の位置

風向と水流方向を合わせ、建物や樹木の風下にならないように配慮すること。

（９）計算例

面積１ｈａの表土を取り裸地とする。

ア　二系列の場合

図―８　沈砂池標準図
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	※素堀堀込式の場合、天端幅は４ｍ以上とし、沈殿物排出機械を考慮すること。

図―９　沈砂池断面図
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（ア）流出土砂量の想定

Ｖ１ ＝３００ｍ／ケ月／ｈa
×１／１２×１ｈａ＝２５ｍ
（イ）工事終了後から緑化までの流出土砂量の想定

Ｖ＝（１５－１）×５年×１ｈa＝７０ｍ
（工事終了後、草地（１５ｍ／ｈa）になるとすれば）
／ｈa）に戻り、５年間で元の地表（１ｍ
（ウ）沈砂池の幅を３．０ｍ、長さを１５ｍ、深さを１．０ｍとすれば

１つの沈砂池の容量は、　

ｖ＝３．０×１５．０×１．０＝４５ｍ
二系列とするので　

Ｖ２ ＝ｖ×２＝９０ｍ＝Ｖ・・・　ＯＫ
＞７０ｍ
ア　調整池兼用の場合

（ア）流出土砂量の想定

Ｖ／ｈa以上
×１＝１００ｍ×＝３００ｍ
（４ケ月に１度浚渫するとすれば）４ケ月以上の容量を確保する。

（イ）工事終了後から緑化までの流出土砂量の想定

Ｖ＝（１５－１）×５年×１ｈa＝７０ｍ
（工事終了後草地（１５ｍ／ｈa）になるとすれば）
／ｈa）に戻り、５年間で元の地表（１ｍ
（ウ）沈砂池の容量を１００ｍ以上確保しておけば、工事完了後の必要量も確保できる。

１００ｍ・・・ＯＫ
＞７０ｍ
イ　調整池兼用の場合　　　図―１０　調整池標準図
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	図―１１　余水吐の断面図
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調整池容量：Ｖ＝（ｒ×Ａ×）×２ｔ×ｆ―×ｆ
ｒ＝１／５０確率降雨強度（ｍｍ／ｈ）

Ｑ＝×Ａ＝Ｃ・a×ｆ×ｒ
ｈ：ＨＷＬ―放流口の中心高　ｃ：０．６

ｇ：９．８ｍ／ｓeｃ）
　　　　ａ：放流口断面積（ｍ
ｈ≧０．６０ｍ　　　　　　　Ｈ≧１．０ｍ以上

α＝越流係数（０．６）　　　ｈ＝越流前の越流水深

ｒ＝１／１００確率降雨強度（ｍｍ／ｈ）

Ｑ＝）
＋２Ｂ×（３Ｂα・ｈ×ｆ×ｒ×Ａ×１．５＝
両方が５分：Ｑ＝（１．７７Ｂ０ ＋０．７１ｈ）×ｈ
両方が１割：Ｑ＝（１．７７Ｂ０ ＋１．４２ｈ）×ｈ
【岩石採取最終残壁の措置基準】

図―１２　岩石採取標準断面図
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（注）ｔａｎθ＝
θ：残壁の平均勾配（度）

ｎ：小段の段数

ｈ：小段の高さ（メ－トル）

α：小段の掘削面の勾配

ｄ：小段の巾（メ－トル）

表―１２　最小小段幅

（単位：ｍ）

	切断面の勾配（度）

小段の高さ（ｍ）
	６０以下
	７０
	８０

	５以下
	１．５
	２．０
	３．０

	１０
	２．０
	４．０
	６．０

	１５
	２．５
	６．０
	９．０

	２０
	４．０
	９．０
	１４．０


【道路施設設置基準】

表―１３　道路線形要素の最小（最大）値

	設計速度(ｋｍ／ｈ)
	20
	30
	40
	50
	60
	摘要

	曲線

半径
	希望半径（ｍ）
	30
	65
	100
	150
	200
	

	
	最小値（ｍ）
	15
	30
	60
	100
	150
	

	曲線長
	２°θ＜７°
	280/θ
	350/θ
	500/θ
	600/θ
	700/θ
	θ：交角

	
	７°＜θ
	40
	50
	70
	80
	100
	２°未満は２°

	緩和区間長（ｍ）
	20
	25
	35
	40
	50
	

	片勾配ｽﾘ付率
	1/50
	1/75
	1/100
	1/115
	1/125
	

	停止視距（ｍ）
	20
	30
	40
	55
	75
	

	縦断

勾配

（％）
	標準値
	9
	8
	7
	6
	5
	

	
	特別値
	勾配
	12
	11
	8
	9
	10
	7
	8
	9
	6
	7
	8
	

	
	
	制限長
	
	
	400
	300
	200
	500
	400
	300
	500
	400
	300
	

	縦断

曲線長

（ｍ）
	凸型
	標準値
	1.0
	2.5
	4.5
	8.0
	14
	勾配値

	
	
	最小値
	20
	25
	35
	40
	50
	

	
	凹型
	標準値
	1.0
	2.5
	4.5
	7.0
	10
	

	
	
	最小値
	20
	25
	35
	40
	50
	

	緩和曲線を必要とする

限界半径（ｍ）
	60
	130
	250

(500)
	350

(700)
	500

(1,000)
	（　）は希望値

	合成勾配(%)
	11.5

(12.5)
	11.5

(12.5)
	11.5
	11.5
	10.5
	（　）は特例値

	片勾配を打切る曲線半径
	2.0%
	200
	500
	800
	1,300
	2,000
	

	
	1.5%
	150
	350
	600
	1,000
	1,500
	


	拡幅量
	曲線半径
	15R<16
	16R<19
	19R<21
	21R<26
	26R<32
	32R<45
	45R<60
	60R<90
	90R<100

	
	一車線当り
	2.25
	2.00
	1.75
	1.50
	1.25
	1.00
	0.75
	0.50
	0.25


図―１３　道路標準断面

【３種４級】
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【３種５級】
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　　※（　）値は、特例値

表―１４　道路交差部の隅切の長さ

（単位：ｍ）

	道路幅員
	２０ｍ
	１５ｍ
	１２ｍ
	１０ｍ
	８ｍ
	６ｍ
	４ｍ

	２０ｍ
	１０

１２

８
	８

１０

６
	６

８

５
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	

	１５ｍ
	８

１０

６
	８

１０

６
	６

８

５
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	

	１２ｍ
	６

８

５
	６

８

５
	６

８

５
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	

	１０ｍ
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	３

４

２

	８ｍ
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	３

４

２

	６ｍ
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	５

６

４
	３

４

２

	４ｍ
	
	
	
	３

４

２
	３

４

２
	３

４

２
	３

４

２


（注）上段　交叉角　　９０°前後

中段　　〃　　　６０°以下

下段　　〃　　１２０°以上

	図―１１　道路交差図
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　　（注）Ｌは隅切り長さ
、Ｌ、Ｌ
【日影規制基準】

表―１５　中高層建築物の日影規制等

	区別

用途地域
	制限を受ける建築物
	平均地盤面からの高さ
	敷地境界からの水平距離が10ｍ以内の範囲における日影時間
	敷地境界からの水平距離が10ｍを超える範囲における日影時間

	第１種低層

住居専用地域

（容積50%）
	軒高が７ｍを超える建築物又は地階を除く階高が３ｍ以上の建築物
	１．５ｍ
	３時間

（道の区域内：２時間）
	２時間

（道の区域内：

１．５時間）

	第１種中高層

住居専用地域

（容積150%）
	高さが１０ｍを超える建築物
	４ｍ
	３時間

（道の区域内：

２時間）
	２時間

（道の区域内：

１．５時間）

	第１種(200%)

第２種中高層

住居専用地区
	高さが１０ｍを超える建築物
	４ｍ
	４時間

（道の区域内：

３時間）
	２．５時間

（道の区域内：

２時間）

	第１・２種

住居地域

(容積200%）
	高さが１０ｍを超える建築物
	４ｍ
	４時間

（道の区域内：

３時間）
	２．５時間

（道の区域内：

２時間）

	第２種

住居地域

（容積300%）

近隣商業地域（容積200%）
	高さが１０ｍを超える建築物
	４ｍ
	５時間

（道の区域内：、

４時間）
	３時間

（道の区域内：

２．５時間）

	備考：この表において、平均地盤面からの高さとは、当該建築物が周囲の地盤と接する位置の平均の高さにおける水平面からの高さをいうものとする。


※計測時点は冬至を基準とし、有効日照時間は真太陽時による午前８時から午後４時までを標準とする。

表―１６　冬至の日影資料（真太陽時におけるもの）

	測定時
	8:00
	8:30
	9:00
	9:30
	10:00
	10:30
	11:00
	11:30
	12:00

	
	16:00
	15:30
	15:00
	14:30
	14:00
	13:30
	13:00
	12:30
	*****

	高度角
	8°25
	13°10
	17°35
	21°27
	24°55
	27°38
	29°45
	30°59
	31°27

	方位角
	53°26
	48°20
	42°53
	36°47
	30°23
	23°17
	15°52
	7°58
	0°

	倍率
	6.76
	4.29
	3.16
	2.54
	2.15
	1.91
	1.75
	1.67
	1.64

	北緯　　　３５°０６‘　　時差　　　　１６．３分

東経　　１３９°０４‘　　Ｎ＝Ｎ’＋６°１０‘Ｅ
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